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屋　弘, 山本善裕, 田代隆良, 上平　憲, 河野　茂：当院における 5 年間のPrevotella 属感染症についての臨床的
検討．日本化学療法学会雑誌　60(Suppl.A): 239, 2012
岩永直樹, 中村茂樹, 井手昇太郎, 峰松明日香, 平野勝治, 田中章貴, 森永芳智, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一,
掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 大村　智, 田代隆良, 砂塚敏明, 河野　茂：マクロライド誘導体 EM900 が肺炎球
菌鼻咽頭定着に与える影響．日本化学療法学会雑誌　60(Suppl.A): 237, 2012
田中章貴, 関　雅文, 中村茂樹, 岩永直樹, 小佐井康介, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳
原克紀, 田代隆良, 河野　茂：TLR4 に対するアゴニスト抗体UT12 によるインフルエンザウイルス・肺炎球菌重
複感染に伴う重症肺炎の抑制．感染症学雑誌　86（臨増）：520，2012
峰松明日香, 宮崎泰可, 井手昇太郎, 岩永直樹, 平野勝治, 田代将人, 永吉洋介, 細萱直希, 三原　智, 森永芳智,
中村茂樹, 栗原慎太郎, 今村圭文, 塚本美鈴, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：
Candida glabrata のV-ATPase 活性と抗真菌薬耐性の関連．感染症学雑誌　86（臨増）：496，2012
永吉洋介, 宮崎泰可, 森永芳智, 中村茂樹, 今村圭文, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野
茂：Candida glabrata の細胞壁ストレス応答におけるSlt2 MAPK 経路の役割．感染症学雑誌　86（臨増）：494，
2012
細萱直希, 山本善裕, 長岡健太郎, 山田康一, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋　弘, 柳原克紀, 田
代隆良, 河野　茂：当院の肝移植症例における感染症危険因子の検討．感染症学雑誌　86（臨増）：493，2012
井上祐一, 近藤　晃, 泊　慎也, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代
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隆良, 河野　茂：結核性胸膜炎とリウマチ性胸膜炎の鑑別における胸水及び胸膜の検討．感染症学雑誌　86（臨
増）：479，2012
長岡健太郎, 柳原克紀, 原田陽介, 山田康一, 右山洋平, 森永芳智, 宮崎泰可, 中村茂樹, 今村圭文, 泉川公一, 掛
屋　弘, 山本善裕, 田代隆良, 上平　憲, 河野　茂：下気道感染における偏性嫌気性菌の遺伝子学的検索．感染症
学雑誌　86（臨増）：451，2012
右山洋平, 柳原克紀, 原田陽介, 山田康一, 長岡健太郎, 森永芳智, 宮崎泰可, 中村茂樹, 今村圭文, 泉川公一, 掛
屋　弘, 山本善裕, 田代隆良, 上平　憲, 河野　茂：当院における緑膿菌菌血症の臨床的検討．感染症学雑誌　86
（臨増）：429，2012
田代将人, 泉川公一, 平野勝治, 井手昇太郎, 三原智, 森永芳智, 中村茂樹, 今村圭文, 栗原慎太郎, 塚本美鈴,
宮崎泰可, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：Aspergillus fumigatus の薬剤感受性と耐性機序及
び臨床的抗真菌薬暴露歴の解析．感染症学雑誌　86（臨増）：423，2012
平野勝治, 田代将人, 井手昇太郎, 岩永直樹, 峰松明日香, 細萱直希, 永吉洋介, 三原　智, 森永芳智, 栗原慎太郎,
中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 塚本美鈴, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：慢性
肺アスペルギルス症に対するイトラコナゾール長期投与中に、イトラコナゾール低感受性Aspergillus fumigatus
が出現した症例．感染症学雑誌　86（臨増）：418，2012
泉川公一, 三原　智, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：長崎
大学における非HIV 患者におけるクリプトコックス症の臨床的検討と治療期間の検討．感染症学雑誌　86（臨
増）：411，2012
井上祐一, 近藤　晃, 泊　慎也, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代
隆良, 河野　茂：透視下肺吸引法にて診断された呼吸器感染症の検討．感染症学雑誌　86（臨増）：381，2012
平山達朗, 井手昇太郎, 岩永直樹, 峰松明日香, 平野勝治, 細萱直希, 永吉洋介, 田中章貴, 田代将人, 三原　智,
森永芳智, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：長崎
大学病院におけるニューモシスチス肺炎 16 例の臨床的検討．感染症学雑誌　86（臨増）：378，2012
岩永直樹, 中村茂樹, 井手昇太郎, 平野勝治, 峰松明日香, 田中章貴, 森永芳智, 福田雄一, 小林　奨, 今村圭文,
宮崎泰可, 関　雅文, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 早田　宏, 田代隆良, 河野　茂：重症インフルエ
ンザウイルス感染症 4 症例の臨床的検討．感染症学雑誌　86（臨増）：334，2012
掛屋　弘, 関　雅文, 森永芳智, 中村茂樹, 栗原慎太郎, 今村圭文, 宮崎泰可, 塚本美鈴, 泉川公一, 山本善裕, 柳
原克紀, 田代隆良, 河野　茂, 市原清志：インフルエンザによる炎症および組織障害に対するオセルタミビルリ
ン酸塩とアジスロマイシン単回投与製剤併用の有効性検討．感染症学雑誌　86（臨増）：266，2012
今村圭文, 井手昇太郎, 中村茂樹, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛屋弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：当
院における従来の市中肺炎(CAP)と医療・介護関連肺炎(NHCAP)を除く新しいCAP の臨床像の比較．日本呼吸器
学会誌　1（増）：230，2012
長岡健太郎, 柳原克紀, 原田陽介, 山田康一, 右山洋平, 森永芳智, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 泉川公一, 掛
屋　弘, 山本善裕, 田代隆良, 河野　茂：気管支肺胞洗浄液中における偏性嫌気性菌の遺伝子学的検索．日本呼
吸器学会誌　1（増）：228，2012
泉川公一, 三原　智, 森永芳智, 中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 梅山　隆, 大野
秀明, 宮崎義継, 田代隆良, 河野　茂：長崎大学病院におけるCryptococcus のMultilocus Sequence Typing を用いた
分子疫学調査．日本呼吸器学会誌　1（増）：151，2012
中村　裕, 井手昇太郎, 平山達朗, 岩永直樹, 峰松明日香, 平野勝治, 細萱直樹, 田代将人, 三原　智, 森永芳智,
中村茂樹, 今村圭文, 宮崎泰可, 塚本美鈴, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：
Mycobacterium intracellulare による脊椎炎に対し、化学療法に加え脊椎固定術を施行した1 例．日本化学療法学会
雑誌　60(2): 285, 2012
今村圭文, 井手昇太郎, 平野勝治, 岩永直樹, 三原　智, 森永芳智, 栗原慎太郎, 中村茂樹, 宮崎泰可, 塚本美鈴,
泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂：当院における医療・介護関連肺炎(NHCAP)の臨
床的検討．日本化学療法学会雑誌　60(2): 268-269, 2012
橋本法修, 井手昇太郎, 岩永直樹, 峰松明日香, 平野勝治, 細萱直樹, 森永芳智, 今村圭文, 宮崎泰可, 塚本美鈴,
栗原慎太郎, 泉川公一, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 田代隆良, 河野　茂, 玉井慎美, 林　徳眞吉, 富田雅人：
Mycobacterium avium による肩滑液包炎の 1 例．感染症学雑誌　86(1): 83, 2012
三原　智, 泉川公一, 井手昇太郎, 平野勝治, 峰松明日香, 細萱直希, 田中章貴, 永吉洋介, 田代将人, 中村茂樹,
今村圭文, 宮崎泰可, 掛屋　弘, 山本善裕, 柳原克紀, 梅山　隆, 大野秀明, 宮崎義継, 田代隆良, 河野　茂：長崎
大学におけるCryptococccus のMultilocus Sequence Typing(MLST)を用いた分子疫学調査．感染症学雑誌　86(1): 81,
2012
長岡健太郎, 柳原克紀, 原田陽介, 山田康一, 右山洋平, 森永芳智, 宮崎泰可, 中村茂樹, 今村圭文, 泉川公一, 掛
屋　弘, 山本善裕, 田代隆良, 上平　憲, 河野　茂：当院における 2 年間のFusobacterium属感染症についての臨床
的検討．感染症学雑誌　86(1): 76, 2012
平野裕子, 藤田恭介, 松尾由紀子：五島の住民の保健・医療に対する満足度とその関連因子に関する調査、健康
支援第 14 巻第 1 号ｐ90
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B-c

澤井照光, 原　亮介, 富永哲郎, 福田大輔, 田中研次, 長嵜寿矢, 國　真己, 黨　和夫, 阿保貴章, 竹下浩明, 日高
重和, 七島篤志, 永安　武：生涯忘れられない症例：オートバイ走行中の自損事故による多発外傷．日本腹部救
急医学会雑誌　32(2)：393，2012
黨　和夫, 若田幸樹,　　景子, 富永哲郎, 長嵜寿矢, 田中研次, 福田大輔, 國　真己, 阿保貴章, 竹下浩明, 日高
重和, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：術前CT 診断がover diagnosis であった外傷性小腸損傷の 1 例．
日本腹部救急医学会雑誌　32(2)：401，2012
國　真己, 角田順久, 荒木政人, 石川　啓, 日高重和, 黨　和夫, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 永安　武：鋭的
膵損傷に対して術中ERP を施行した腹部刺創の 1 例．日本腹部救急医学会雑誌　32(2)：484，2012
富永哲郎, 長嵜寿矢, 國　真己, 黨　和夫, 阿保貴章, 日高重和, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 古川克郎, 柴　
信一, 岡　忠之, 永安　武：NOMI 術後に発症したCritical illness polyneuropathy の1 例．日本腹部救急医学会雑誌
32(2)：515，2012
若田幸樹, 竹下浩明, 富永哲郎, 福田大輔, 田中研次, 長嵜寿矢, 澤井照光, 永安　武：腹腔鏡下内肛門括約筋切
除術後に発症したポート部出血の 1 手術例．日本腹部救急医学会雑誌　32(2)：536，2012
原　亮介, 富永哲郎, 福田大輔, 田中研次, 長嵜寿矢, 竹下浩明, 澤井照光, 永安　武：結腸憩室出血に対する緊
急手術中にラテックスによるアナフィラキシーを来たした 1 例．日本腹部救急医学会雑誌　32(2)：374，2012
七島篤志, 阿保貴章, 黨　和夫, 國　真己, 福田大輔, 長嵜寿矢, 田中研次, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 永安
武：肝切除後合併症の予後への影響と合併症減少のための周術期管理．日本外科学会雑誌　113(2)：773，2012
阿保貴章, 七島篤志, 若田幸樹, 富永哲郎, 　　景子, 國　真己, 黨　和夫, 日高重和, 竹下浩明, 澤井照光, 永安
武：当科における巨大肝細胞癌に対する治療戦略と切除成績の検討．日本外科学会雑誌　113(2)：376，2012
黨　和夫, 日高重和, 國　真己, 　　景子, 若田幸樹, 富永哲郎, 田中研次, 福田大輔, 長嵜寿矢, 阿保貴章, 竹下
浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：リンパ節転移を呈したpT1 胃癌症例の検討－内視鏡治療後の追
加切除に関して－．日本外科学会雑誌　113(2)：512，2012
高木克典, 國　真己, 田中研次, 長嵜寿矢, 黨　和夫, 阿保貴章, 日高重和, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 永安
武：StageⅡ大腸癌の予後予測に有用なバイオマーカーとスコアの検討．日本外科学会雑誌　113(2)：540，2012
畑地　豪, 野中　隆, 矢野　洋, 日高重和, 竹下浩明, 七島篤志, 山崎直哉, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：長崎
RYOMA プロジェクト  “系統的外科研修による若手外科医獲得の試みとその中間報告”．日本外科学会雑誌
113(2)：306，2012
若田幸樹, 七島篤志, 坂本綾美, 阿保貴章, 林　秀之, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 安武　亨, 坂本一郎, 永安
武：肝切除における音響放射圧(ARFI) を用いた肝線維化ならびに周術期因子に関する検討．日本外科学会雑誌
113(2)：547，2012
竹下浩明, 澤井照光, 長嵜寿矢, 田中研次, 福田大輔, 國　真己, 黨　和夫, 阿保貴章, 日高重和, 七島篤志, 安武
亨, 永安　武：大腸癌術後補助化学療法による脾腫と肝萎縮の検討．日本外科学会雑誌　113(2)：525，2012
長嵜寿矢, 竹下浩明, 田中研次, 福田大輔, 國　真己, 黨　和夫, 阿保貴章, 日高重和, 　　景子, 七島篤志, 澤井
照光, 安武　亨, 永安　武：当院におけるstageⅣ大腸癌症例の検討．日本外科学会雑誌　113(2)：533，2012
七島篤志, 阿保貴章, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：肝癌切除症例における肝アシアロシンチによる機能評価の
有用性．日本消化器外科学会雑誌　45(総会抄録)：シンポジウム6，2012
日高重和, 黨　和夫, 國　真己, 竹下浩明, 阿保貴章, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：未分化型早期胃
癌のリンパ節転移と臨床病理学的因子の検討．日本消化器外科学会雑誌(総会抄録)：一般演題 79，2012
竹下浩明, 澤井照光, 長嵜寿矢, 田中研次, 福田大輔, 日高重和, 七島篤志, 安武　亨, 永安　武：潰瘍性大腸炎に
対する大腸全摘回腸嚢肛門管吻合術周術期における腸閉塞の検討－腹腔鏡下手術の影響について．日本消化器外
科学会雑誌(総会抄録)：一般演題 122，2012
黨　和夫, 日高重和, 國　真己, 長嵜寿矢, 阿保貴章, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：当科
における腹腔鏡下胃癌手術、特にリンパ節郭清における定型化．日本消化器外科学会雑誌(総会抄録)：一般演
題8，2012
阿保貴章, 七島篤志, 若田幸樹, 　　景子, 富永哲郎, 黨　和夫, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 永安　武：肝切
除における、各種3D 画像を用いた術前の肝機能評価、術式選択、手術シミュレーション試み．日本消化器外科
学会雑誌(総会抄録)：一般演題 196，2012
國　真己, 日高重和, 黨　和夫, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：胃癌症例における抗p53 抗
体の臨床病理学的検討．日本消化器外科学会雑誌(総会抄録)：一般演題 150，2012
野中良和, 七島篤志, 阿保貴章, 野中　隆, 日高重和, 竹下浩明, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：胆道癌における
新規光感受性薬剤（レザフィリン）を用いた光線力学療法と抗癌剤との相乗効果の検討．日本消化器外科学会雑
誌(総会抄録)：ワークショップ 1-1，2012
　　景子, 七島篤志, 若田幸樹, 阿保貴章, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：超高齢者の肝・
膵切除における現状と問題点．日本消化器外科学会雑誌(総会抄録)：一般演題 96，2012
富永哲郎, 日高重和, 國　真己, 黨　和夫, 竹下浩明, 七島篤志, , 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：腸回転異常症
と肝部下大静脈欠損症を合併した食道癌の一手術例．日本消化器外科学会雑誌(総会抄録)：一般演題 151，
2012
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福田大輔, 日高重和, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武, 林　徳真吉：内視鏡的粘膜下層剥離
術(ESD)後 30 日目に遅発性穿孔を来した 1 例．日本消化器内視鏡学会雑誌　54(s2)：1293，2012
森崎智仁, 竹島史直, 松島加代子, 赤澤祐子, 山口直之, 塩澤　健, 大仁田　賢, 磯本　一, 竹下浩明, 澤井照光,
林　洋子, 中尾一彦：NSAIDｓ使用患者に対する適切な小腸検査法について－NSAIDs 起因性小腸潰瘍の輪状狭
窄とカプセル滞留症例の検討より－．日本消化器内視鏡学会雑誌　54(s2)：2974，2012
七島篤志, 阿保貴章, 澤井照光, 永安　武：胆管細胞癌のtumor vascularity と臨床病態．肝臓　53(s1)：A68，
2012
阿保貴章, 七島篤志, 富永哲郎, 若田幸樹, 　　景子, 黨　和夫, 日高重和, 竹下浩明, 澤井照光, 永安　武：肝門
部胆管癌に、肝細胞癌、肺癌、膵IPMN、顎下腺腫瘍が合併した同時性 5 重複腫瘍の1 例．胆道　26(3)：258，
2012
黨　和夫, 竹下浩明, 小山正三朗, 石井光寿, 松本　彩, 村上豪志, 高木克典, 田中研次, 福田大輔, 國崎真己, 阿
保貴章, 日高重和, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：脈管侵襲を伴った5mm の下部直腸カルチノイド
に対して腹腔鏡補助下超低位前方切除術を施行した 1 例．日本内視鏡外科学会雑誌　17(7)：420，2012
阿保貴章, 七島篤志, 銕尾智幸, 松本　彩, 村上豪志, 國崎真己, 黨　和夫, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 永安
武：当科における単孔式腹腔鏡下肝切除の経験．日本内視鏡外科学会雑誌　17(7)：588，2012
竹下浩明, 澤井照光, 黨　和夫, 福田大輔, 永安　武：腹膜外アプローチによる側方リンパ節郭清後に生じた遷延
性リンパ漏にOK-432 が著効した 2 例．日本大腸肛門病学会雑誌　65(9)：737，2012
黨　和夫, 竹下浩明, 村上豪志, 福田大輔, 阿保貴章, 澤井照光, 永安　武：直腸癌超低位前方切除術後に生じた
直腸膣瘻に対して経膣的に修復し得た 5 例．日本大腸肛門病学会雑誌　65(9)：690，2012
阿保貴章, 七島篤志, 銕尾智幸, 村上豪志, 福田大輔, 國崎真己, 田中研次, 竹下浩明, 日高重和, 澤井照光, 安武
亨, 永安　武：当科におけるliver hanging maneuver を用いた肝切除の工夫．日本臨床外科学会雑誌　73(s)：379，
2012
黨　和夫, 日高重和, 松本　彩, 小山正三朗, 石井光寿, 銕尾智幸, 高木克典, 福田大輔, 國崎真己, 阿保貴章, 竹
下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：腹腔鏡補助下胃切除術～当科における術者と助手の役割分担
～．日本臨床外科学会雑誌　73(s)：642，2012
國崎真己, 日高重和, 高木克典, 黨　和夫, 七島篤志, 竹下浩明, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：胃管癌 ESD 後
膿胸の 1 例．日本臨床外科学会雑誌　73(s)：871，2012
永江誠治，花田裕子：児童思春期精神科医療における母子の服薬アドヒアランスの関連と影響要因に関する予備
的研究．日本看護研究学会雑誌　35(3)，p246(No.248)，2012
花田裕子，永江誠治，澤井詩織，辻　かほる，瀧本美加：児童精神科外来を受診した子どもの母親が体験した困
難さの検討．日本看護研究学会雑誌　35(3)，p246(No.249)，2012
末安ちか子，永江誠治，花田裕子：看護師の語りから見えてくる告知を受けた ALS 患者の看護の実態．日本看
護研究学会雑誌 35(3)，p166(No.101)，2012

藤崎　郁編著：フィジカルアセスメントをケアにつなげる　12 事例で学ぶ看護の要点（単独）
藤崎　郁著：フィジカルアセスメント完全ガイド第二版（単著）
岡田純也：第 9 回　成人看護学【運動器】，クリニカルスタディ：2012
中島久良：附属器2. (日本臨床細胞学会教育委員会(編): 第37 回細胞診断学セミナーテキスト, 日本臨床細胞学会,
東京, pp. 85-91 所収) 2012
中島久良：附属器 2. (日本臨床細胞学会教育委員会(編): 第37 回細胞診断学セミナー症例集, 日本臨床細胞学会,
東京, pp. 83-87 所収) 2012
中島久良，穴見正信(監修)：ベセスダシステム2001 準拠アトラス－細胞判断基準の標準化に向けて－．(岸川正大
ほか(編)，日本臨床細胞学会長崎県支部・細胞検査士会長崎県支部，長崎) 2012
宮原春美：性教育学（荒堀憲二、松浦賢長編），施用外耳・障害者の性教育，pp136-138,朝倉出版，東京、2012.
田代隆良：インフルエンザ．（山口　徹，北原光男，福井次矢（総編集）：今日の治療指針2012 年版，医学書院，
東京，pp.204-205 所収），2012
田代隆良：感染症，呼吸器・胸壁・縦隔（医療情報科学研究所（編）：イヤーノート・アトラス　第5 版，メディ
ックメディア，東京，pp.H1-H26, pp.I1-I72 所収），2012
金丸由美子，中根秀之，新川哲子，永富洋子，藤崎　郁，福田英輝：佐世保市住民における健康への意識度と日
常生活習慣との関連，日本公衆衛生学会，pp.234，2012
金丸由美子，新川哲子，永富洋子，藤崎　郁：看護系大学生の咬合力と食生活との関連，日本看護研究学会九州・
沖縄地方会学術集会，pp.52，2012
松本香織，満園美考，新川哲子：オルソカラー装着による不快感と温湿度の関連性の検討日本看護研究学会九州・
沖縄地方会学術集会，pp.25，2012
折田真紀子，浦田秀子，新川哲子，高村　昇：帰村宣言をした川内村における村民の帰村に影響を及ぼす要因：
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B-c

日本放射線看護学会学術集会講演集，pp.27，2012
吉田浩二，中島香菜美，廣島陽子，新川哲子，林田直美，浦田秀子，高村　昇：東京電力福島第 1 原子力発電所
事故による放射線障害等に対する緊急被ばく医療活動（放射線看護の専門看護師を目指した活動の取り組みと課
題），日本放射線看護学会学術集会講演集，pp.32，2012
横尾誠一, 大町いづみ：訪問看護師の死生観-一般病院看護師との比較-,第16 回日本在宅ケア学会学術集会講演
集:72,2012
横尾誠一, 大町いづみ: 看護職者のスピリチュアリティに関連する要因-精神科看護職者を対象として-,第43 回日
本看護学会抄録集(看護総合):140,2012
佐藤加奈子, 内村智恵, 北村周子, 山中　遼, 横尾誠一, 大町いづみ: がん患者の在宅移行期における必要な情報,
日本家族看護学会第 19 回学術集会プログラム集,168,2012
大町いづみ, 横尾誠一, 田村　瞳, 野副　晃, 松藤由布子, 森園加奈, 安部恵代, 水上　諭, 後藤　尚, 青柳　潔: 高
齢がん患者の病院から自宅療養移行に関連する要因,第 22 回九州農村医学会プログラム・抄録集:21,2012
中根佳純，宮原千穂，橋爪可織，森下　暁，松尾留美子，浦田秀子，楠葉洋子：外来で化学療法を受けている患
者の療養生活における肯定的側面と気がかり，日本がん看護学会誌，26（Suppl.l），98，2012
堀川新二，楠葉洋子，岡田純也, 山口智美, 黒田裕美, 浦田秀子：リウマチ患者の生きがい感に影響を及ぼす要因
に関する研究，日本看護研究学会雑誌，35(3)，163，(2012.06)
楠葉洋子，松浦江美，山川裕子，藤本裕二：看護学生の背景と職業アイデンティティの関連，日本看護研究学会
雑誌　35(3)：306，2012
藤野裕子，藤本裕二，松浦江美，楠葉洋子：看護学生の志望動機と職業アイデンティティの関連，35(3)：305，
2012
藤本裕二，藤野裕子，楠葉洋子：地域で暮らす精神障害者のリカバリーとその関連要因,日本看護研究学会雑誌，
35(3)：354，2012
松浦江美，楠葉洋子，藤野裕子，藤本裕二：看護学生の職業アイデンティティの特徴と自己効力感について，日
本看護研究学会雑誌，35(3)：305，2012
内野結花，霜川　望，森下　暁，松尾留美子，橋爪可織，黒田裕美，岡田純也，浦田秀子，楠葉洋子：大学生が
考える｢良い死｣に関するイメージの推移－1 年次と4 年次の比較に依る検討，第17 回日本看護研究学会九州・沖
縄地方会学術集会抄録集：51，2012
本田　瞳，前田瑛彦，本田夏樹，山崎恵美子，山口智美，黒田裕美，楠葉洋子，浦田秀子：大腸切除術後の排便・
排ガスに対する思いと回復意欲，第17 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集：47，2012
藤本裕二，松浦江美，藤野裕子，楠葉洋子：看護大学1 年生の社会的スキルの特徴，第17 回日本看護研究学会九
州・沖縄地方会学術集会抄録集：37，2012
堀川新二，楠葉洋子，松浦江美，浦田秀子：リウマチ患者の自己効力感とその関連要因，第17 回日本看護研究学
会九州・沖縄地方会学術集会：27，2012
濱口智博，三好由希子，川中千佳，植松末広，橋爪可織：術中災害に対する手術室看護師の意識調査～日本手術
看護学会九州地区長崎分会施設に聞く～，第31 回日本手術看護学会九州地区大会抄録集，2012
宮園真美，澤渡浩之，小野淳二，黒田裕美，濱田正美，馬場チエミ，塩汲望美，樗木晶子：ICD 患者の心理的反
応とQOL，第9 回日本循環器看護学会学術集会抄録集：111，2012
栗尾　晶，村上直也，新海裕里恵，永田知比呂，黒田裕美，山口智美，橋爪可織，浦田秀子：看護師が考える術
後の清潔ケアを行う意味，第17 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集：28，2012
新海裕里恵，永田知比呂，栗尾　晶，村上直也，黒田裕美，山口智美，橋爪可織，浦田秀子：被災地外から災害
看護活動を行った看護師の体験の意味づけ，第17 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集：31，2012
西村桐子，古場絹子，高崎優子，山口智美：外来2 型糖尿病患者の感情負担に影響する要因と看護介入，第17
回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集：43，2012
荒木久美，楠本　瞳，山口美由貴，岡田純也：療養病棟に転棟した患者の家族の思い，長崎県看護学会　学術集
会：2012
山口智美，浦田秀子，小橋川智美，キシ・ケイコ・イマイ：看護職者の臨床倫理問題に対する見解の比較文化的
研究（臨床看護倫理国際比較調査票Ver.2）．日本看護研究学会雑誌，35(3)：306，2012
安田和美，川島めぐみ，中村由利枝，水頭りえ，楠本美和, 山口智美: 一般病棟がん終末期患者家族への看護：看
護師の実践評価と患者家族のQOL: 第17 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集：32，2012
高松末佳, 山田久美子, 山口智美：離島における妊娠34 週から1 ヵ月健診時までの母乳育児継続介入3 事例の検
討：第 43 回日本看護学会母性看護抄録集: 44,2012
平野裕子：いかに「第二の開国」をすすめるべきか―EPA に基づく外国人看護師の受入れの今後の課題、第19
回多文化間精神医学会学術総会　ｐ.50
國崎真己, 日高重和, 黨　和夫, 七島篤志, 竹下浩明, 澤井照光, 安武　亨, 永安　武：腹水洗浄細胞診陽性進行胃
癌42 症例の検討．第 84 回日本胃癌学会記事　p.228
日高重和, 黨　和夫, 國　真己, 福田大輔, 田中研次, 長嵜寿矢, 阿保貴章, 竹下浩明, 七島篤志, 澤井照光, 安武
亨, 永安　武：腹腔鏡下胃切除術における血管走行異常症例への対処．第84 回日本胃癌学会記事　p.269
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